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一級建築士事務所想建築工房
山中　淳

　今年のJW-1及び忘年会は、新型コロナの影響でZOOMによる
オンライン開催となりました。参加者人数は当日のキャンセル
もあり11名、JW-1には8作品、6名の方（私も含め）に発表頂
きました。
　当初は発表が早く終わって、時間が余ったらどうしようかと
不安に思っていたのですが、流石は和歌山地域会の皆さん、歯
に衣着せぬ意見や指摘がバンバン飛び交い、凄く盛り上がり、
とても楽しい時間になりました。最優秀賞には古久保氏「松林
との共生-脇役としての建築-」が選ばれました。本当は後半に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は皆さんの近況報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告をお聞きする予
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定でしたが時間が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　足らなくなったの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で断念そちらはま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た別の勉強会で企
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画頂きたいと思い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

「2020年12月の忘年会・JW-1グランプリ」＠ZOOM 2021年1月の勉強会＠ZOOMの様子

【現地取材の様子】
古久保さん立会いのもと丁寧に
説明いただきました。

取材をしてくださった、小谷さん
山中さん、御対応いただきました
古久保さん、ありがとうございました。

　今回、JW-1グランプリ-を頂き恐縮しております、ありがとうございました。
　財務省から出向技官の西山氏より相談を受けたのが「地方創生事業」で2014年～各市区町村に対し地域振興の為に1億円を交付する政策で
正式名称は「自ら考え・自ら行う地域づくり事業」で美浜町内では、吉原地区1ヵ所・三尾地区２ヵ所で事業が行われた。
　吉原地区の建築場所は「煙樹海岸県立自然公園」地域内にあり、松林は約400年前徳川頼宣初代藩主が伐採を禁じ保護をさせて現在の松林
となり全長約4.6㎞・奥行役600ｍ・樹齢は主に200～300年の松林が広がる。
                                                                                                                  　公園地域内の建築条件は1棟50㎡（15坪）以内、隣棟間隔は30ｍ
                                                                                                                  以上、当然色調も松林の景観を損なわないこととの制限が付き、又準
                                                                                                                  備会の「ふれあいと健康と創生協議会」との制約もあり準備会の意見
                                                                                                                  集約も重点課題でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美浜町の地域造りであるが、本計画を浅草の雷門―境内（仲見世）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―本殿（浅草寺）の在り方を基本に、吉原公園を雷門―三尾地区まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を境内―日の岬を本殿と置き換えこの建物が美浜町の道標となる様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計画に携わらせて頂き、又、協力会員の皆様のお力添えを頂き無事に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竣工できました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本プロジェクトにより、地域住民の活性化を促し喜びを感じること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ができる地域になればと願います。

「松林との共生　－脇役としての建築－」

小谷建築設計事務所
小谷　眞司

　１月勉強会は、JW-1グランプリ2020最優秀賞記念講演と題して
和新・設計事務所の古久保泰男氏に受賞作を解説して頂きました。
　ガラスの反射を利用し、松林に溶け込むように意図されたディテ
ールの巧みさもさながら、どのような建物にも施主に対しても情熱
をもって取り組まれている姿を見せて頂き、自分も頑張ろうとエネ
ルギーを頂けた勉強会でありました。またその様な大先輩の意図を
有り難く思うしだいです。
　そして今回、新たな試みとして、事前に取材させて頂いた作品の
動画を流しながら解説をして頂きましたが、建物の全容を理解する
には有益な方法であると感じました。地域会で撮影機材を揃える予
定ですので、自分の好きな建物を紹介するような勉強会を開催して
も面白いかもしれませんね。僕は趣味を紹介するかもですが(笑)
　ＪＩＡ和歌山としての公的な活動も大事ですが、本来の他の団体
との違いである、建築についてあれこれ語り合える仲間や場所を提
供することが会員数に繋がっていくのではないかと思います。
ZOOMは気軽でもあり、逆に全員対等な立場での参加は大変でもあ
りますが、学生さんや賛助会員さんも参加して頂ける勉強会になっ
ていけば良いですね！

　9月の勉強会は9/25(金) 18：00より、会員の辻岡直樹さんによる完成
作品紹介を動画配信予定。詳細は決定し次第、アナウンスします。

                                                                                                        
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                                
                                                                                                                                                                                                          
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「桐子さんの引越し日記」

　年末に引越しをしました。
　20数年前に設計した自宅です。最初の1年余り住んだ後両親だ
けがここで暮らし、二人が亡くなった後空き家にしていたところに
意を決して移って来ました。30台半ばで描いた初めての実作はま
ぁなんともテンパったもので、両親はさぞ住み辛かっただろうと今
更ながらに思います。それでも母はあそこが良い、ここが良いと随
分褒めてくれて、それを思い出して夜中にちょっと涙してしまいま
した。
　ただ、私自身の住まいについての『嗜好』はしっかり反映されて
いて、引越しの整理ついでに見つけた当時のエスキスとも合わせ
多分今描いてもあんまり変わらないだろうなと思います。（変化も
進歩もしていないのいうことです）自宅を持ってしまう≒その場所
に縛られてしまうということに気付いてから少し悔やんでいました
が、この『自分の頭の中に住んでいる』感覚は面白いなあと感じて
います。ところで大きな後悔がひとつ。ここはあまりにも静かで淋
し過ぎます。皆さんどうか遊びに来て下さい。

　建具の企画、製造、販売を行っている株式会社ハイブリッヂコーポ
レーションです。弊社はこれまで培ってきた技術と実績により、お客さ
まの創造するものを形に変えて提供する事をモットーとしております。
　住空間とは住む人が心安らぐ場所でなければならないと考え、住
む人が創造するものを少しでも形に変え、見て、触れて喜んで頂ける
ものづくりをしております。「隅々までこだわりたい、費用は抑えたい」
この両立が難しい問題を解決する為、弊社は、規格品ながら広い自由
度を実現する「半規格」仕様とすることで価格を抑えた商品群でご要
望にお応えします。
　全てのバリエーションが2方枠・天井高2400mmに対応。規格寸法
をH=2400に設定することで特寸による価格アップを無くし、W900・
H2400以内であればミリ単位でご注文頂けます。また、ハイドアでは
特に反りの問題が発生いたしますがその問題を最小限に抑えるため
内部構造体に鉄芯を組み込み反りを抑制、また特殊なハニカム材を
内部一面に入れることで塗装商品には致命的な表面の波うちを極限
まで無くし、よりきれいな仕上がりを実現しております。
　建具のご相談をお待ちしております。


